
             ～ 伊那谷の持続的発展のために ～ 

 三峰川総合開発ＮＥＷＳ  
            国土交通省 三峰川総合開発工事事務所 
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受発注者が協働し、工事事故を防止するために 

安全大会を実施 

問い合わせ先 

国土交通省 三峰川総合開発工事事務所 

   技術副所長  菊池 五輪彦 
  工務課長   荒井 良介 
ＴＥＬ ０２６５－９８－２９２１ 
             
〒396-0402 長野県伊那市長谷溝口 1527
ＦＡＸ 0265-98-2890 
https://www.cbr.mlit.go.jp/mibuso/ 

 三峰川総合開発工事事務所の発注する工事において労務災害や事故の発生を未然に防ぐことを

目的に、受注者と発注者が協働し、工事安全大会を実施します。 

 当日は、伊那労働基準監督署から講師を招き、建設現場における安全対策に関わる講演を行い、

その後、各受注者の安全対策等の取り組みについて発表をし、最後に安全宣言を行います。また、

国内初の施設となるストックヤード施設工事現場において、更なる安全向上のための現地ディスカ

ッションを実施するとともに、労働基準監督署より講評していただきます。 

 （本大会は新型コロナウイルス感染防止対策（検温、身体的距離の確保、マスク着用、消毒液に

よる手指消毒、換気等）を行い開催します） 

  

１．日  時 令和２年１２月１６日（水） １３：１０～１６：３０ 

 

２．集合場所 会議・講演：気の里ヘルスセンター栃の木 研修室 

  長野県伊那市長谷非持 544 番地 1 

 ストックヤード施設工事現場        ＜別紙参照＞ 

 

2020/１2/9  

○本資料の配布先 

伊那市記者クラブ  

○資料 別紙のとおり 

○会場準備の関係上、取材をご希望される場合は 

１２月１５日（火）までに右記問合先、もしくはメール 

（cbr-s857240@mlit.go.jp）までご連絡をお願いします。 

 

※コロナウイルス拡大状況により、中止または実施内容 

が変更となる可能性があります。 
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■ 開催場所の案内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美和診療所 

至：高遠 

気の里ヘルスセンター

栃の木 

道の駅 

南アルプスむら 

長谷湖 

国道１５２号 

美和湖 

国道１５２号 

ストックヤード施設 

工事現場 

会議・講演場所 ディスカッション場所 

至：高遠 

至：大鹿 

美和湖 

美和ダム 

国道 152 号 

分派堰 
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＜別紙＞ 

 

■ 工事安全大会スケジュール（案） 

 

1．説明・報告事項（13:10～13:20） 

1）事務所の取り組み                      

2）その他、連絡事項 

 

2．工事安全衛生講演（13:20～14:00） 

１）｢建設現場における安全対策について｣ 伊那労働基準監督署 

 

3．各工事の取り組み紹介（14:00～14:30） 

各現場の安全に関する取り組みについて（受注者・発注者） 

1）三峰川総合開発工事事務所工務課 （現場パトロール結果） 

2）浅川建設工業株式会社     （R１美和ダム再開発ストックヤード中央隔壁工事） 

3）小平建設株式会社        （R１美和ダム再開発送泥施設整備工事） 

4）小澤建設株式会社        （R２美和ダム再開発関連整備工事） 

5）株式会社ヤマウラ         （R２美和ダム再開発ストックヤード床版工事） 

6）浅川建設工業株式会社    （R２美和ダム再開発管理施設等整備工事） 

 

４．安全宣言（14:35～14:40）   

 

＜休憩・移動＞ 

 

５．現場ディスカッション（1５:０0～16:30）※ 工事現場のため、ヘルメット着用 

現場における安全向上のためのポイント 

１）R１美和ダム再開発送泥施設整備工事     （小平建設株式会社） 

  ２）R１美和ダム再開発ストックヤード中央隔壁工事（浅川建設工業株式会社） 

３）R２美和ダム再開発ストックヤード床版工事  （株式会社ヤマウラ） 

４）R２美和ダム再開発関連整備工事       （小澤建設株式会社） 

 

○反省会、講評 

 

以上 

 


